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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 埋立砂地盤上に築造した大型 ドックの設計施工にあたって実施した一連の実験とその理論
的な解析および考察を記述して, 大型 ドックの合理的設計に役立てようとしたもので, 緒論, 7章, 結論
からなっている｡
緒論では, 本研究の目的と意義を述べ, 各章の内容を簡単に説明している｡
第 1 章においては, 大型 ドックのすう勢と各種 ドックの構造形式について述べ, また在来 ドックの構造





第2章においては, 弾性地盤上の底版の設計法を述べている｡ まず建造 ドックの設計に必要な船体荷重
として, 大型タンカーの構造と船舶建造時の荷重, 盤木配置および盤木にかかる荷重およびその分布, 水
張り荷重に対する増し支柱の設計について述べ, さらに修繕 ドックでは修繕の 荷重と盤木配置 および盤
木反力について記している｡ いずれの ドックにおいても, 船体荷重は船長方向には隔壁ならびに側外板に






く荷重の実測と, このさい底版に生ずる応力とひずみを測定した結果卑述べている｡ また新設の50万 トン
ー493-
修繕 ドックの底版に最大560トンの集中荷重を載荷して, その応力とひずみを実測し, それより底版コン
クリ- ト内における荷重の分散について検討を加え, 設計荷重のとり方に関して新しい提案を行なってい
る｡ すなわち, いずれの実測結果も盤木反力が船体の剛性と, 盤木, 底版および地盤のたわみに大きく影
響されてかなり広く分散されるため, 盤木 1 個あたりの荷重が小さくなり, しかもこの盤木荷重が底版中
立軸以藻の位置まで分散すると考えると, 計算値と実測値がよく一致することを明らかにしている｡
第4章においては, 現在造船において慣用されている底版設計用の船体荷重の例を示し, あわせて砂地






とその効果について述べている｡ とくに砂地盤上に構築された大型 ドックの揚水圧の測定に関しては, 底








令, および3辺単純支持. 1辺自由の版と考える場合の両者とも, 実測値と実用上よく一致することを確
かめている｡ また従来慣用の計算法は, 幅と深さの比が1ないし2程度の小型 ドック用ゲートに対しては
通用可能であるが, 上述の比が5以上となるような大型 ドック用ゲートには適用できず, 著者の提案する
新しい計算法によるべきことを述べている｡
第 7 章においては, 砂地盤上に建設された大型 ドックの設計施工にあたり, 上述の理論を適用して在来
の ドックに類例をみない薄い底版を採用し, 合理的かつ経済的な構造となし得たことを施工実績の一つと
して述べ, さらに施工中の諸計測により, 完成 した構造物の安全性を確かめたことを述べている｡
第8章は全体の結論である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近時わが国造船業界の活況や船舶の巨大化と相まって, 各造船所とも大型 ドックの建造がさかんである
が, 建設工期の短縮と建造費の低廉化を冒ざして ドックの設計施工の合理化が進められている｡ しかも立
地上の制約から, 現今多く築造される埋立地盤上の ドックにおいては, 構造体をいかにして揚水圧に対抗




















力を実測して, 合理的な水圧分布にもとづく計算法を提案し, さらに砂地盤上の大型 ドック施工の実際に
ついてその安全性の確認を行なった結果を記述して, 近代的大型 ドックの設計施工にさいしての未解明な
問題の解決に有益な指針を与えている｡
これを要するに, この論文は大型 ドックの設計施工に関する複雑な問題に対して理論的ならびに実験的
研究を行ない, 合理的な構造設計の方策を提案したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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